




要約:①妊婦の精神不安は出産前から出産後経過とともに低下する。異室ケアでは同室ケ

アより妊産褥婦の精神不安が高く、マタニテイ・ブルーズ得点、うつ病得点が高い傾向に

あった。②出産前の胎児画像視覚教育は出産後の育児動機を促進した。異室ケアでは同室

ケアより褥婦の育児動機が弱い傾向にあり、また育児不安が強かった。③健全な母性の醸

成のためには、出産後母子を一緒に過ごさせるための環境づくりが求められる。④妊娠中

のピア・サポートは出産後のエモーショナル・ウエルビーイングを高め、うつ状態を予防

する。以上のことから、出産前からの母性育成のための環境づくり、出産後早期からの同

室的ケアの重要性が指摘された。


